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ア
イ
ヌ
文
化
と
ホ
タ
テ

　

か
つ
て
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
の
舞
台
と

も
な
り
、
ま
た
、
ア
イ
ヌ
語
由
来
の
地
名
が
数

多
く
残
さ
れ
て
い
る
長
万
部
町
。
長
万
部
と
い

う
地
名
は
ア
イ
ヌ
語
の
オ
・
シ
ャ
マ
ン
ペ
が
由

来
で
、
「
カ
レ
イ
の
い
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
意

味
を
持
つ
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
し
、
明
治
期
こ

ろ
ま
で
、
長
万
部
の
ア
イ
ヌ
民
族
は
オ
ッ
ト
セ

イ
漁
や
捕
鯨
の
伝
統
技
術
を
継
承
し
て
い
た
。

昭
和
６
（
１
９
３
１
）
年
か
ら
長
万
部
村
長
藤

原
覚
因
を
会
長
と
し
て
「
エ
カ
シ
ケ
ン
ル
（
祖

先
の
尊
き
家
）
保
存
会
」
が
設
立
さ
れ
、
地
域

の
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
者
ら
が
主
体
と
な
り
昭

和
12
年
こ
ろ
ま
で
旭
浜
地
区
に
ア
イ
ヌ
文
化

展
示
施
設
「
エ
カ
シ
ケ
ン
ル
」
を
置
い
て
い
た

と
い
う
記
録
も
残
る
。
長
万
部
町
は
歴
史
的
に

ア
イ
ヌ
文
化
、
と
り
わ
け
海
洋
文
化
と
深
く
関

わ
っ
て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

現
在
の
長
万
部
の
主
要
産
業
で
あ
る
水
産

業
の
中
心
と
な
る
の
は
、
ホ
タ
テ
貝
養
殖
だ
。

漁
協
組
合
員
の
ほ
と
ん
ど
が
ホ
タ
テ
貝
養
殖

業
に
従
事
し
、
総
漁
獲
高
の
約
９
割
を
占
め
る

水
揚
げ
実
績
と
な
っ
て
い
る
。
長
万
部
町
で
は
、

代
々
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
に
ホ
タ
テ
漁
師
が
多
く
、

現
在
で
も
町
の
ホ
タ
テ
漁
師
の
約
６
割
に
及
ぶ

ほ
ど
だ
。

　

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
、
か
つ
て
、
夜
に
な
る

と
「
ラ
ッ
チ
ャ
コ
」
と
呼
ば
れ
る
、
三
つ
股
の

実
現
し
た
水
揚
げ
量
の
復
活

　

漁
業
者
を
中
心
に
、
長
万
部
町
ア
イ
ヌ
政

策
推
進
事
業
に
関
わ
る
人
々
に
よ
る
復
活
を

目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。

　

長
万
部
の
ホ
タ
テ
貝
養
殖
は
、
海
面
に
ロ
ー

プ
を
張
る
垂
下
式
。
ホ
タ
テ
貝
の
一
部
に
穴
を

開
け
返
し
が
付
い
た
ピ
ン
を
通
し
、
長
い
ロ
ー

プ
に
一
つ
一
つ
ぶ
ら
下
げ
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
な

ス
タ
イ
ル
で
海
中
に
垂
ら
す
「
耳
吊
り
」
だ
。

こ
の
方
法
な
ら
、
自
然
の
海
の
海
面
近
く
で
豊

富
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
た
っ
ぷ
り
と
吸
収
し
、

太
陽
の
光
も
十
分
に
浴
び
て
育
つ
た
め
、
厚
く

て
甘
く
、
ア
ミ
ノ
酸
・
タ
ウ
リ
ン
・
グ
リ
コ
ー

ゲ
ン
た
っ
ぷ
り
の
貝
柱
に
育
つ
。
垂
下
し
た
ま

ま
育
つ
の
で
砂
噛
み
も
な
い
か
ら
砂
抜
き
の
必

要
も
な
い
。

　

試
行
錯
誤
の
末
、
噴
火
湾
の
中
で
も
真
っ
先

に
水
揚
げ
量
の
復
活
を
達
成
し
た
の
が
、
長
万

部
だ
っ
た
。

　

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
の
水
揚
げ
量
は

約
１
万
６
０
０
０
㌧
、
生
産
額
約
47
億
９
０
０

０
万
円
と
拡
大
し
た
。

　

ホ
タ
テ
稚
貝
の
大
量
死
の
正
確
な
原
因
解

明
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
復
活
の
一
番
の
要

因
は
「
人
間
優
先
の
作
業
か
ら
ホ
タ
テ
貝
の
気

持
ち
に
な
っ
て
作
業
を
行
っ
た
こ
と
が
大
き
い

の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ホ
タ
テ
の
危
機

　

近
年
、
そ
ん
な
長
万
部
の
ホ
タ
テ
貝
養
殖

業
が
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。

　

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
こ
ろ
か
ら
、
ホ
タ

テ
貝
が
大
量
に
死
ん
で
し
ま
う
事
態
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
に
は
、

つ
い
に
水
揚
げ
量
が
通
常
の
１
割
に
ま
で
激
減

し
て
し
ま
っ
た
。
ホ
タ
テ
貝
の
大
量
死
は
、
噴

火
湾
全
般
で
共
通
し
て
い
た
状
況
で
も
あ
っ
た
。

　

原
因
を
探
り
、
再
び
ホ
タ
テ
貝
養
殖
を
安

定
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
長
万
部
町
の
ホ
タ
テ
漁

師
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
町
は
令
和
元
年
度
、
ホ
タ
テ
貝
養
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湾
宝

̶

長
万
部
発
ホ
タ
テ
貝
ブ
ラ
ン
ド
「
湾
宝
」
に
込
め
た
想
い
。̶

　

古
く
か
ら
ホ
タ
テ
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
的
生
活
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
現
在
、
噴
火
湾
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
水
揚
量
を
誇
る
長
万
部
の
ホ
タ
テ
養
殖
は
町
の
自
慢
だ
。
突
然
の
大
量
死
と
苦
難
の
復
活

を
経
て
新
ブ
ラ
ン
ド
「
湾
宝
」
と
し
て
再
生
し
た
現
在
進
行
形
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
た
い
。

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
向
け
た
迅
速
な
動
き

　

こ
う
し
て
復
活
を
遂
げ
た
長
万
部
の
ホ
タ

テ
貝
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
た
め
に
令
和
４
（
２

０
２
２
）
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、
「
長
万
部

ホ
タ
テ
貝
ア
イ
ヌ
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
」
。

同
年
３
月
、
長
万
部
産
養
殖
ホ
タ
テ
貝
の
ブ
ラ

ン
ド
名
を
決
め
る
町
民
投
票
（
６
候
補
）
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
全
体
の
46
・
１
％
の
得
票
で

選
ば
れ
た
の
が
「
湾
宝
」
（
わ
ん
ぽ
う
）
だ
。

由
来
は
、
噴
火
湾
の
宝
。
そ
こ
に
は
、
長
万
部

町
民
の
思
い
が
乗
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

同
年
７
月
28
日
に
長
万
部
漁
港
内
で
、
当

町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
タ
レ
ン
ト
の
バ
ー
ビ
ー
さ

ん
（
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
フ
ォ
ー
リ
ン
ラ
ブ
」
）

を
招
き
、
湾
宝
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
任
命
し

た
。
翌
29
日
に
は
、
札
幌
市
内
で
湾
宝
ブ
ラ
ン

ド
化
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

メ
デ
ィ
ア
関
係
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
会
見
を
行
い
、

湾
宝
の
美
味
し
さ
の
秘
密
や
ブ
ラ
ン
ド
ス
ト
ー

リ
ー
を
披
露
し
た
。
登
壇
し
た
木
幡
町
長
は

「
長
万
部
の
『
湾
宝
』
を
世
界
の
『
湾
宝
』
に

し
た
い
」
と
宣
言
。
ま
た
、
８
月
８
日
を
「
湾

宝
の
日
」
と
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

以
降
、
９
月
に
「
さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ

ス
ト
２
０
２
２
」
「
G
O
O
D
L
I
F
E
フ
ェ

ア
２
０
２
２
」
（
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）
、
10

月
に
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
札
幌
北
広
島

で
の
「
味
覚
ま
つ
り
」
に
出
店
。
ま
た
、
各
種

の
情
報
誌
等
に
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

11
月
に
は
、
北
海
道
内
市
町
村
の
Ｐ
Ｒ
ソ
ン

グ
で
知
ら
れ
、
湾
宝
大
使
で
も
あ
る
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
ボ
ー
イ
ズ
が
手
が
け
る
楽
曲
『
湾
宝‒

長

万
部‒

』
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
、
配
信
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

令
和
５
年
２
月
、
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

を
会
場
に
「
長
万
部
ま
る
ご
と
う
ま
い
も
ん
祭

り
」
を
開
催
。
２
・
５
㌧
も
の
ホ
タ
テ
が
約
２

時
間
で
完
売
す
る
大
盛
況
と
な
っ
た
。

　

湾
宝
は
、
長
万
部
町
民
の
夢
を
乗
せ
て
、
順

調
に
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
歩
み
始
め
た
。

殖
の
稚
貝
へ
い
死
の
調
査
研
究
事
業
に
よ
り
水

揚
量
の
安
定
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
ア
イ
ヌ

文
化
を
取
り
入
れ
た
ホ
タ
テ
貝
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
目
指
し
販
売
を
促
進
す
る
「
長
万
部
町

ア
イ
ヌ
政
策
推
進
事
業
」
（
ア
イ
ヌ
政
策
推
進

交
付
金
事
業
）
に
着
手
し
た
。

木
に
ホ
タ
テ
貝
の
貝
殻
を
乗
せ
、
魚
油
に
灯
を

灯
す
ラ
ン
プ
を
生
活
用
具
と
し
て
使
用
し
て
い

た
。
生
活
の
糧
と
し
て
も
生
活
用
具
と
し
て
も
、

ホ
タ
テ
と
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

わ
ん
ぽ
う
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シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
ロ
ー
ド
事
業

̶

13
市
町
が
協
力
、シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
を
顕
彰
す
る
慰
霊
旗
リ
レ
ー
。̶

06 05

01.
02.
03.

国縫～長万部間の徒歩リレー

長万部小学校でアイヌ文様作りのワークショップ

安全祈願祭

04.
05.
06.

静狩～豊浦間の洋上リレー（静狩小学校生徒が参加）

大浜～長万部間は子どもたちもリレーに参加

歴史講演会（市毛幹幸氏）

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
と
は
？

　

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
は
、
「
シ
ャ
ク

シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
」
（
１
６
６
９
年
）
に
よ
っ

て
、
ア
イ
ヌ
社
会
の
有
力
な
指
導
者
だ
っ
た

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
が
没
し
て
３
５
０
周
年
。

　

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
と
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お

こ
う
。

　

寛
文
９
（
１
６
６
９
）
年
６
月
、
和
人
と
の

不
平
等
な
交
易
に
怒
り
を
つ
の
ら
せ
て
い
た

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
が
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
（※

）
全

域
に
抗
戦
を
呼
び
か
け
る
と
、
呼
応
し
た
ア
イ

ヌ
が
各
地
で
蜂
起
し
た
。
ま
た
、
抵
抗
軍
が
編

成
さ
れ
、
松
前
藩
へ
の
抗
議
の
た
め
軍
事
蜂
起

し
た
。
こ
れ
が
、
幕
府
を
も
揺
る
が
す
こ
と
と

な
っ
た
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
の
端
緒
と

な
っ
た
。

　

７
月
末
、
ク
ン
ヌ
イ
（
国
縫
）
に
達
し
た

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
軍
は
、
国
縫
川
を
挟
ん
で
松

前
藩
軍
（
以
下
、
藩
軍
）
と
相
対
し
た
。
シ
ャ

ク
シ
ャ
イ
ン
軍
の
武
器
は
毒
矢
、
対
す
る
藩
軍

は
鉄
砲
。
荒
天
や
ア
イ
ヌ
の
奇
襲
作
戦
に
よ
り

戦
い
は
拮
坑
す
る
が
、
武
力
に
劣
る
シ
ャ
ク

シ
ャ
イ
ン
軍
は
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
オ

シ
ャ
マ
ン
ベ
か
ら
じ
り
じ
り
と
後
退
し
、
最
終

的
に
は
本
拠
地
シ
ベ
チ
ャ
リ

（
現
新
ひ
だ
か
町
）
ま
で
退
い

た
。
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
は
ピ
ポ

ク(

現
新
冠
町)

で
松
前
藩
と
の

和
睦
の
酒
宴
に
応
じ
る
が
、
藩

の
謀
略
に
よ
り
毒
殺
さ
れ
て
し

ま
い
、
戦
い
は
収
束
に
向
か
っ

た
。

　

長
万
部
町
は
、
平
成
28
（
２

０
１
６
）
年
10
月
、
国
縫
川
沿

い
に
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
古
戦
場

跡
碑
を
建
立
し
た
。
そ
こ
に
は

「
こ
の
戦
い
は
、
先
住
民
族
ア

イ
ヌ
と
中
央
政
権
と
の
主
従
関

係
を
意
味
し
な
い
。
そ
れ
は
19

世
紀
初
頭
か
ら
２
度
の
幕
府
直

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
を
た
ど
る

慰
霊
の
リ
レ
ー

　

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
、
長
万
部
町
は

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
没
後
３
５
０
年
記
念
事
業
を

計
画
し
た
。

　

町
は
国
縫
に
あ
る
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
古
戦
場

跡
碑
前
か
ら
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
本
拠
地
の

あ
っ
た
新
ひ
だ
か
町
ま
で
の
沿
岸
部
自
治
体
に
、

慰
霊
の
意
を
表
す
巨
大
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
旗
の
制

作
や
旗
リ
レ
ー
、
歴
史
講
演
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
の
事
業
連
携
を
呼
び
か
け
た
。

　

こ
れ
が
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
ロ
ー
ド
事
業
で

あ
る
。
町
は
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会
と
共
催
し
、

各
自
治
体
・
ア
イ
ヌ
協
会
な
ど
と
連
携
し
て
事

業
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
ア
イ
ヌ
刺
し
ゅ
う
団
体
の
白
老
町
み

ん
な
の
心
つ
な
ぐ
「
巨
大
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」
の

会
（
以
下
、
心
つ
な
ぐ
会
）
・
長
万
部
町
チ
セ

の
会
と
連
携
し
て
巨
大
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
慰
霊
旗

を
制
作
。
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ピ
ー
ス
は
公
募
に
よ

り
３
ヵ
国
８
都
道
府
県
27
市
町
の
方
々
か
ら

轄
を
経
て
、
明
治
期
か
ら
の
近
代
法
体
系
の
中

で
漸
次
形
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
戦

い
の
勝
ち
負
け
は
、
生
き
方
の
良
し
悪
し
を
意

味
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
地
に
眠
る
両
軍
犠
牲

者
の
御
霊
を
鎮
め
、
明
日
を
生
き
る
教
え
の
礎

と
し
て
、
こ
こ
に
碑
文
を
刻
す
」
と
刻
ま
れ
て

い
る
。

提
供
さ
れ
た
ほ
か
、
町
内
小
学
生
を
含
む
町

民
が
制
作
し
、
全
部
で
約
１
０
０
０
枚
に
及
ん

だ
。
こ
れ
ら
を
用
い
て
４
枚
、
合
計
27
ｍ
に
及

ぶ
慰
霊
旗
が
完
成
し
た
。
ま
た
、
心
つ
な
ぐ
会
、

苫
小
牧
ア
イ
ヌ
協
会
か
ら
も
慰
霊
旗
の
寄
贈

を
受
け
た
。

　

令
和
元
年
９
月
７
日
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
古

戦
場
碑
前
。
長
万
部
ア
イ
ヌ
協
会
が
主
催
す

る
安
全
祈
願
祭
に
は
約
40
人
が
参
加
し
た
。

そ
の
後
、
い
よ
い
よ
慰
霊
旗
リ
レ
ー
が
ス
タ
ー

ト
。
国
縫
か
ら
あ
つ
ま
ん
べ
ま
で
の
約
10
㎞
、

町
内
外
か
ら
の
参
加
者
が
慰
霊
旗
を
運
び
な

が
ら
歩
い
た
。
そ
こ
か
ら
有
志
が
引
き
継
ぎ
、

さ
ら
に
静
狩
漁
港
ま
で
慰
霊
旗
を
運
ん
だ
。
静

狩
漁
港
か
ら
豊
浦
漁
港
ま
で
は
、
史
実
を
踏
ま

え
た
洋
上
リ
レ
ー
を
実
施
。
ク
ル
ー
ズ
船
に

よ
っ
て
静
狩
小
学
校
生
徒
７
名
と
慰
霊
旗
を

運
び
、
豊
浦
町
礼
文
華
地
区
住
人
ら
と
引
継

式
を
行
っ
た
。

　

以
降
、
豊
浦
町
、
洞
爺
湖
町
、
伊
達
市
、
室

蘭
市
、
登
別
市
、
白
老
町
、
苫
小
牧
市
、
厚
真

町
、
む
か
わ
町
、
日
高
町
、
新
冠
町
へ
と
慰
霊

旗
を
繋
ぎ
、
９
月
23
日
、
ゴ
ー
ル
で
あ
る
新
ひ

だ
か
町
真
歌
公
園
に
た
ど
り
着
い
た
。
合
計
２

４
０
㎞
、
約
３
２
０
人
が
徒
歩
や
舟
で
繋
い
だ

慰
霊
の
道
程
で
あ
っ
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
に
行
わ
れ
た
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
法

要
祭
で
は
、
長
万
部
町
、
新
ひ
だ
か
町
の
両
町

民
が
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。
事
業
を
記
念
し

慰
霊
旗
１
枚
を
新
ひ
だ
か
町
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン

記
念
館
に
寄
贈
し
た
。

　

ま
た
、
長
万
部
町
で
は
慰
霊
旗
の
リ
レ
ー
に

先
立
つ
同
年
８
月
25
日
、
歴
史
講
演
会
「
シ
ャ

ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
の
中
の
ク
ン
ヌ
イ
決
戦
」

（
講
師
：
市
毛
幹
幸
氏
）
を
開
催
し
た
。
ク
ン

ヌ
イ
の
位
置
付
け
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
ア

イ
ヌ
社
会
の
戦
い
の
あ
り
方
、
ク
ン
ヌ
イ
決
戦

の
歴
史
的
意
義
を
考
え
る
内
容
で
あ
っ
た
。

※

ア
イ
ヌ
モ
シ
リ…

ア
イ
ヌ
語
で
人
間
の
大
地
。
も

し
く
は
ア
イ
ヌ
の
大
地
、
国
。
北
海
道
を
指
し
て
使

わ
れ
る
こ
と
が
多
い

　

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
か
ら
３
５
０
年
後
の
令
和
元
年
、
長
万
部
町
は
多
く
の
ゆ
か
り
の
市
町
と

連
携
し
て
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
ロ
ー
ド
事
業
を
企
画
し
た
。
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
事
業
の
メ
イ
ン
で
あ
る
慰
霊
旗
の
リ
レ
ー
の
様
子
を
た
ど
る
。
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